
主体的な問題解決を促す理科指導の在り方を探る 
  －子どもの学びと指導との調和を目指して－        
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６年 理科学習指導案 

１ 単元名 月と太陽 

２ 単元について 

本単元は，小学校学習指導要領「理科」第６学年の

内容〔Ｂ（５）〕ア「月の輝いている側に太陽があるこ

と。また，月の見え方は，太陽と月の位置関係によっ

て変わること。」及 びイ「月の表面の様子は，太陽と

違いがあること。」を受け、設定したものである。本単

元では，月の位置や形の変化について興味・関心をも

ち，月の形の見え方を太陽との位置関係から推論して

追究し，月の形の見え方が規則正しく変化する理由に

ついて考えることができるようにする。また、観察や

資料に基づいて月と太陽の表面の違いを理解し、月や

太陽に対する豊かな捉え方を育てることをねらいと

している。 
系統としては、「地球」についての基本的な概念等

を柱とした内容のうちの「地球と天体の運動」に関わ

るものであり、第３学年「地面のようすと太陽」第４

学年「星や月」の学習を既習として、中学校３学年に

おける「天体の動きと地球の自転・公転」「太陽系と恒

星」に発展していく。 
児童は、３年生「かげのでき方と太陽の光」の学習

を通して、太陽は東から出て西に沈む ことを学習し

ている。さらに，４年生「月や星」の学習を通して、

月は日によって形が変わって見え、１日のうちの時刻

によって位置が変わることを学習してきている。これ

らの学習を踏まえ、本単元では、月と太陽の表面には

違いがあることや、月は太陽の光を反射して輝いてい

ること、そして、月と太陽の位置関係のモデル実験を

もとに、月が満ち欠けする理由を考えさせるように単

元を構成している。このことは、中学校第３学年にお

ける「地球と宇宙」の学習において、地球の外から月

や太陽を見る見方や考え方を養うことにつながって

いくと考える。 
児童は、生活の様々な場面で「月と太陽」について

目に触れてきている。月や太陽の天体について目にし

ている。月の満ち欠けや移動についても体感としても

っている。また、本や映像等から得られる知識として、

月が地球の周りを回っていることや天体が太陽を中

心として回っていることを知っている児童も多い。 
しかし、地球上で体感する月や太陽の見え方は偏っ

たものであり、児童が実際の観察結果を用いて、地球

の自転、公転や月の公転、そして、太陽の位置を認識

することは大変に難しいことである。そこで、モデル

図などを活用することが重要になってくる。 
学習にあたっては、観察記録を通して、事実に基づ

きながら進めていく、観察から得られた事実を基にし

て見通しをもったモデル実験を行うことで、児童の発

想を大切にしながらも月や太陽、そして地球の位置関

係について確かに学んでいけるようにしたい。 
３ 単元の目標 

太陽と月の様子に着目して、観察し、それらを

比較しながら、太陽と月の関係を想像する活動を

通して、それらについての理解を図り、観察、実

験などに関する技能を身に付けるとともに、主に

差異点や共通点を基に、問題を見いだす力や主体

的に問題解決しようとする態度を育成することが

できるようにする。 
４ 単元の評価規準 

知
・
技 

・月の形の見え方ついて、観察、実験などの目的に応

じて、器具や機器などを選択して、正しく扱いなが

ら調べ、それらの過程や得られた結果を適切に記

録している。 

・月の輝いている側に太陽があること、また、月の形

の見え方は、太陽と月との位置関係によって変わ

ることを理解している。 

思
・
判
・
表 

・月の形の見え方について、問題を見いだし、予想や

仮説を基に、解決の方法を発想し、表現するなどし

て問題解決している。 

・月の形の見え方について、観察、実験などを行い、

月の位置や形と太陽の位置との関係について、よ

り妥当な考えをつくりだし、表現するなどして問

題解決している。 

主
体
的 

・月の形の見え方についての事物・現象に進んで関わ

り、粘り強く、他者と関わりながら問題解決しよう

としている。現象に進んで関わり、粘り強く、他者

と関わりながら問題解決しようとしている。 

・月の形の見え方について学んだことを学習や生活

に生かそうとしている。 
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５ 児童の姿を想定した単元の構成図（７時間扱い） 
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６ 本時について 

（１）目指す学びの姿 

本時に目指す学びの姿は、実験結果から得られた

情報を精査したり、今までの知識に結び付けたりす

ることで、「月の見え方が変わるのは月と太陽と地

球の位置関係が違う」という考えを児童自ら導き出

す姿である。 
（２）指導の問題点 

本時で扱う「月の見え方の変化」は、月が地球の周

りをまわっていること、そして太陽が月を照らしてい

ることから起きる。しかし実際の天体は、地球も自転

と公転をしている上に、地球と月の距離に比べて、太

陽と月、太陽と地球の距離は遙かに離れており、大き

さも異なり、想像が難しい。このような、まさに天文

学的な空間や時間の把握が極めて困難であることが、

本単元やひいては天体の学習の問題点である。 

天体について一通りの知識をもっている児童でも、

太陽は月と同じくらいの大きさであるようにイメー

ジをしてしまったり、いざモデル実験となると、動か

ないはずの太陽（スポットライト）を動かして、普段

見える形に月を照らそうとしてしまったりする。モデ

ル実験を俯瞰で捉えることができずに、やっているう

ちに何の実験だったかわからなくなってしまうので

ある。自分が見ている様子が「地球から見える月」と

いう感覚も、大変難しいことである。 

そのため、本単元では、次のことに留意して指導に

あたる。 

 まず、導入にあたって、天体の面白さにクローズア

ップする。天体は興味が分かれる分野である。身近な

面白さを感じられるようにすることで、単元を通して

追究していく素地を作る。 

 次に、実験方法をすぐに提示するのではなく、スモ

ールステップで進める。最初から完成したモデルを示

すのではなく児童と共に作り上げていくことで、理解

を深めたい。 

また、実際のデーターから太陽の 見え方は変わら

ない、太陽と地球、地球と月の距離は変わらないこと

をモデル実験に生かし条件整理を行う。 

 最後に、実験結果の共有である。天体の実験は、同

じものを見ているようでも、見方や捉え方によって全

く異なる解釈になってしまう場合がある。結果につい

て話し合い、考えを共有することで、目指す学びの姿

に近付きたい。 

（３）学びと指導の調和 

点１ 児童の心を動かし、主体的に問題解決しよ 
「なぜ月の形が違って見えるか」という問いは、

簡単なようで難しい。児童によって知識の差があり、

本や動画で知ってはいても理解が追い付いていな

い場合もある。「それを確かめる方法を考えよう」

となったら、さらに難しいだろう。 

そこで、本学習においては、指導者がスモールス

テップで課題を投げかけていく。 

１回目のモデル実験では、実験方法について慣れ、

光源の影や実験者の影に注意するだけでなく。月と

太陽と地球の角度を条件として、整理することで、

月と太陽と地球の関係を空間的に理解することを

目指す。 

２回目の実験ではそれぞれの太陽、月、地球の大

きさとその距離について理解し、月の形がどのよう

に変化しているのかを理解することを目標にする

ことで、天体を動かすことで、天体を時間的に動き

としてとらえることができるようにしていくこと

が出るようにする。 

 
 
 モデル実験には、児童の観察記録を基に行う。し

かしながら、それだけでは実際の太陽と月と地球の

位置を想像することが難しい。児童全体への理解を

促すためにも、太陽の位置、太陽と地球の距離、地

球と月の距離は変わらないことを児童に気付かせ

ることで条件整理をして、モデル実験を正確に行え

るようにする。 

視点１ 児童の理解を促す学習課題 

視点２ 実際の観察記録、実際のデーターに基

づく条件整理 
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（４）本時の目標 

モデル実験の結果から、月の見え方が日によって変わる理由を表現できる。【思考・判断・表現】 
（５）本時の展開（５/７） 

〇主な学習活動 ・児童の学びの姿  〇教師の指導・支援  ☆評価 

〇前時の学習を振り返り、学習問題を

確認する。 

 

 

〇実験方法を考える。 

・光を強くして、月の大きさを小さくす

る。 

・手を伸ばす位置を変える。 

・移動してダメなのはなぜだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇実験を行う。 

〇実験結果を発表し、月と同じ形にな

った太陽の位置を発表する。 

・月の位置が変わることで月の見え方

が変わる。 

・地球の周りを月が回ることで月の見

え方が変化していった。 

・月と太陽の位置関係によって月の見

え方が変わる 

〇まとめをする。 

 

 

 

 

〇明日の月の形を予想してみる 

○実際の観察記録との比較、モデル実験に向けて気が付いた

条件について振り返る。 

 

 

〇「位置を変える」「向きを変える」の中にも様々な考えがあ

ることを引き出すために、根拠を問う。 

○月と太陽のほかに、自分の視点としての地球の存在を意識

させる。 

 

〇実験方法が理解できるように条件整理をさせ、比較対象を

意識させる。 

○予想に沿った実験を行っているか考えさせる。 

○どんな結果から何がわかるのか整理させる。 

〇実験の中で見つけたものを捉えたり、見直したりできるよ

うに、実験のまとまりごとに、ギガタブで動画をとるよう

に声をかける。 

（７グループ、４か所１教室で実験を行うことを想定） 

 

 

〇地球から見た太陽と月の位置を中心に結果をまとめていけ

るようにする。 

〇太陽と月の位置がどんな時にどんな月の形が見えるかノー

トにまとめる。月と太陽に位置の変化にどんな関係性があ

るのかを考えさせる。 

 

 

 

○地球から見た太陽と月位置ついて、情報を精査して考えら

れるように、児童の考えをまとめる。 

☆【思考・判断・表現－発言・ノート】 

 

月の形の見え方が日によって変わるときの地球から見える太陽と月の位置を考えよう 

月の形が違うのは地球から見た太陽と月の位置が違うから。 

以下本時 


